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地域貢献の取り組み

第15回障がい者交流ダーツ大会
大豊グループ主催の障がい者交流ダーツ大会も今回
で15回を迎えることができました。競技参加者の皆様
は真剣な眼差しでダーツボードに矢を投げており、ボ
ランティア参加者も競技参加者と一体となって楽しみ
ながらボランティア活動に参加できるイベントです。
今後もより一層、競技参加者とボランティア参加者の
ふれあいの機会でもある本大会を、喜びと楽しみに満
ち溢れた大会にするべく盛り上げていきます。

「一人でも多くの方に地域貢献活動の理解と関心を」と
の思いから推進し、執行役員や職制会会員が積極的に
ボランティア活動に参加。従業員への社会貢献意識の
向上と地域とのコミュニケーションの場づくりになって
います。

本業を通じた社会貢献活動

地域への貢献活動 ボランティア

2018年4月18日、大豊工業とTTRF共催で第3回国際
シンポジウムを開催しました。
国内外から160名を超える参加者を迎え、『パワートレ
インの進化に対応するトライボロジー技術』をテーマ
に、高レベルな情報交換と産学連携の強化につながる
活発な討議を行うことができました。

当社は､取引先と相互信頼に基づく共存･共栄､
パートナーシップ強化をするために､２０１２年から
「技術開発･改善事例展示会」を開催しております｡
これは各社にとって､次の改善活動の活性化に
つながっています。

TTRF-TAIHO 第3回 国際シンポジウム
International Symposium on Automotive Tribology 2018

第3回 国際シンポジウム（名古屋国際会議場）

技術開発･改善事例展示会

取引先省エネ点検会

BCM勉強会

取引先とともに
2017年度の取り組み報告

社会、地域とともに
2017年度の取り組み報告

活動事例

当社は､地球環境保全に積極的な取り組みを行っ
ている取引先から優先的に部品や原材料の調達を
行っています｡また､環境支援活動の一環として､
各社を訪問し､現地･現物確認会を継続しています｡

活動事例

東日本大震災において､調達困難な部品､原材料の
代替先検討等の実体験を元にサプライチェーン
を把握し､大規模災害を想定した「生産の構え」の
検討開始。
また減災を目的に､取引先に対して、勉強会を開催
しました｡

活動事例

世界のアカデミアに貢献

持続的な事業活動を支える 適正取引

グローバル調達の取り組み 安定調達
適正コストでの安定調達の実現を図るために、調達機能の充実を
図ります｡また､お客様のニーズを取引先と共有化し､最適な提案に
つなげていくため､強固な協力関係を継続していきます｡

当社は、「調達基本方針」に基づき、適正取引の推進を図っています。
調達方針説明会でeSQCD等の期待値を提示し、取引先へ年間活動
テーマとして展開していただいています。

取引先との連携強化、ともに成長するための支援活動の推進
大豊工業トライボロジー研究財団（Taiho Kogyo Tribology Research Foundation）は、米国イリノイ州に財団
本部があり、全世界的な活動を展開しています。当社がトライボロジー研究及び開発に関する助成や、若手トライボロ
ジストへの助成などを目的として、2000年10月に設立した財団です。

TTRF財団（研究助成）

第6次大豊環境取り組みプランの策定に
合わせ、ガイドラインの改訂を2017年1月
に行いました｡

グリーン調達ガイドライン
PDF版を当社ウェブサイトから
ダウンロードできます。

http://www.taihonet.co.jp/
company/green.html

グリーン調達の取り組み
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